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終戦前後の大地震 
   防災システム研究所長 山村 武彦 

 

◆６年間に５回 
関東大震災からの１００年間で、犠牲者１０００人以上の大地震が１０回発生しているが、その半

数は終戦前後の６年間に起きている。 

終戦の２年前、１９４３年９月１０日午後５時３６分、鳥取地震が発生。震源のごく浅い直下型地震

で、鳥取市などを推定震度７の猛烈な揺れが襲い、全半壊家屋１万３６４３棟、死者１０８３人という

甚大な被害を出す。しかし、戦時報道管制のため、翌日の新聞に掲載された被害写真は１枚だけで、

詳細が伏せられたため、全国的な救援活動には至らなかった。 

鳥取地震を皮切りに、翌４４年昭和東南海地震、４５年三河地震、４６年昭和南海地震、４８年福

井地震と、終戦前後の６年間に５回も大地震が発生。すべてが死者・行方不明者１０００人以上の大

震災であった。 

◆柱を切り、避難口は１カ所 
終戦の９カ月前の１９４４年１２月７日午後１時３６分に発生した昭和東南海地震では、死者・行方

不明者が１１８３人に上った。中でも多くの犠牲者を出したのが愛知県の中島飛行機半田製作所山

方工場などの軍需工場だった。 

半田市の死者１８８人のうち、１５３人（８１％）が中島飛行機で働いていた人たち。そのうち９６人

が動員学徒（労働力を補うために動員された中学生以上の生徒・学生）、３７人が従業員、１７人が

徴用工（国民徴用令によって動員された人）、３人が挺身（ていしん）隊員（自ら望んで軍需工場など

で働いた女学生など）だった。 

多数の死者が出たのは、紡績工場を軍用機工場に改築する際、耐震性を考慮せず柱を切り取っ

たことと、機密保持を理由に出入り口を１カ所にしたことが要因といわれる。激しい揺れに驚き、出

入り口に殺到し、団子状態となった人たちの上に建物が崩れ落ち、多数が生き埋めになったという。

犠牲者の半数以上が戦争さえなければ死ななかっただろう中学生や高校生たちだった。 

◆平和の尊さ 
これほどの災害にもかかわらず、国は国民の戦意喪失と敵に弱みを見せることを恐れ、内務省

警保局検閲課通達で具体的被害や写真の報道を禁じ、震災を徹底的に隠蔽（いんぺい）した。翌日

の新聞１面は、「決戦第四年 一億特攻・米英必殺」などの見出しで、各紙とも、昭和天皇の軍服写

真を大きく掲載した大詔奉戴日（開戦記念日）特集だった。地震については、「昨日の地震、震源地

は遠州灘」などと写真もなく３面で小さく扱い、人的被害などは報道されていない。 

一方、米国のニューヨークタイムスは１面で、「真珠湾攻撃から３周年の昨日、日本で大地震が発

生。地球全体が６時間近く震動。観測者が『壊滅的』と表現した猛烈な地震」などと報じた。地震から

６日目には、米軍はＢ２９爆撃機９０機で名古屋市の軍需工場に本格的な空爆を開始。すでに制空

権は奪われ、激しい空爆は全国に及んでいく。 

終戦の７カ月前、昭和東南海地震から３７日後、中部地方をさらなる災禍（三河地震）が襲う。死

者１９６１人という大震災だったが、これも国民には知らされなかった。 

終戦の日は、戦災死没者と隠された震災犠牲者の追悼とともに、戦争の惨禍と理不尽さを顧み

て、平和の尊さを静かに語り継ぐ日である。 

                          （やまむら・たけひこ） 


